
                           

 

             学 長 定 例 記 者 会 見  要 項   

 

日  時： 平成２５年１月８日（火） １１：００～１１：３０ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

 

   発 表 事 項     

１．山形大学の行動計画『結城プラン２０１３』 

２．世界初！検査機器用途向け特殊有機ＥＬパネルの開発と製品試作に成功 

３．「社会人基礎力をみがく」全体発表会を開催します 

４．『大学入試センター試験』取材に係るお願い 

 

    お 知 ら せ     

１．理学部物質生命化学科 亀田恭男教授、溶液化学研究会学術賞を受賞 

２．つばさプロジェクトシンポジウム 

「東日本広域「FD ネットワーク”つばさ”」の新たな挑戦」の開催 

３．やまがた夜話 山形と映画 ～映像から見る山形のこれまで、これから～ 開催 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２５年１月２２日（火） １１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 



 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

                                   平成２５年１月８日                 

山 形 大 学 

      

山形大学の行動計画『結城プラン２０１３』 
 

 山形大学のアクション・プランとして「結城プラン２０１３」を 

作成しました。「結城プラン２００８」から数えて、６回目のも 

のとなります。 

 

１．「結城プラン２０１３」は７２課題を掲げました。 

○「結城プラン２０１２」は６５課題のうちの８５％を達成。 

○ 未達成課題への再チャレンジも含め、７２の課題を提示。 

 

 

２．課題の例 

○社会体験を通じた学習意欲の向上を目指し、新入生に対し公募型インターンシップに

挑戦するための新規授業を基盤教育として開講します。（教育－ＰＬＡＮ２） 

 

○日常的な学生への連絡や学生の安否確認に対応するため、学生とのメールによる連

絡網システムや出欠情報収集システムの構築をはじめ、不測の事態発生時の連絡シ

ステム等の整備に取り組みます。（学生支援－ＰＬＡＮ５） 

 

○研究成果に基づく事業化を推進し、有機デバイス関連産業の県内集積促進と更なる

国際拠点化を図るため、有機エレクトロニクスイノベーションセンター及び蓄電デバイス

開発研究センターの効果的な支援体制を確立します。（研究－ＰＬＡＮ７） 

 

○山形大学の｢知｣の資源が山形県民や関連機関及び民間企業で有効に利活用され、

山形大学との社会連携が円滑かつ効果的に行われるために、小白川キャンパスに｢山

形大学社会連携センター｣を設立します。（社会連係－ＰＬＡＮ６） 

 

○現在の海外オフィスのほかに、海外の協定大学の中から、複数学部で国際交流が可

能な大学を３校程度選定し、新たな海外オフィスを設置します。（国際交流－ＰＬＡＮ

２） 

 

○学生が主役の活気ある大学運営を更に推進するため、経営協議会と学生代表との懇

談会を実施します。（総務－ＰＬＡＮ１） 



 

 

 

○「山形大学男女共同参画基本計画」に基づき、研究継続支援員制度等により女性研

究者の支援を継続するとともに、子育て支援策として小白川キャンパスに保育所の設

置を進めるなど、全教職員のワークライフバランスの実現を目指します。（総務－ＰＬＡ

Ｎ６） 

 

○山形大学安達峰一郎研究プロジェクトの積極的な展開により、安達峰一郎博士の業

績を明らかにするとともに、その時代の国際政治・外交史・国際法の研究を推進します。

（総務－ＰＬＡＮ９） 

 

○研究費の適正使用に関連して、昨年のモニタリングで把握した科学研究費補助金の

入金前における予算執行に関する課題に対応するため、採択された研究に支障がな

いように、全件に対して資金を立て替える制度を構築します。（財務－ＰＬＡＮ５） 

 

○山形大学における歴史的・学術的資料を展示するため、事務局棟１階に「大学資料

館（仮称）」を整備します。（施設－ＰＬＡＮ５） 

 

 

なお、結城プラン２０１２からの継続課題として、 

○３ギガエレクトロンボルト級の放射光施設の東北地方への設置を目指します。（研究－

ＰＬＡＮ６） 

○重粒子線による最先端がん治療施設の附属病院への設置を目指します。（医療－ＰＬ

ＡＮ４） 

 

 

３．山形大学全体で改革を計画的・継続的に実行していきます。 

   ○「結城プラン２０１３」を全教職員のほか在学生及び全新入生に配布。 

   ○本学ホームページの「学長室だより」で公開。 

   ○１２月に達成状況を検証し、その後の大学運営に反映させます。 

 

 

 

 

 

 

（お問い合わせ） 

山形大学企画部 企画課 荒木 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４１９０  
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                                平成25年1月8日                             

山形大学     
 
世界初！  検査用途向け特殊有機ＥＬパネルの開発と製品試作に成功  

 
 

山形大学有機エレクトロニクス研究センターの城戸卓越研究教授の研究グ
ループは、検査機器向けの特殊有機ＥＬパネルの開発と製品試作に成功し
た。城戸教授が先導し、山形大学・山形県・県内企業において、産官学が
連携し、特殊有機ＥＬパネルの開発と、さらに、小さいサイズから大きい
製品サイズまでの試作を段階的にこの約３年間で行い、有機ＥＬでしかで
きない世界初の検査機器用途むけの特殊有機ＥＬパネルの開発に目途をつ
けた。  
 
 
１．  背景と意義 

 
城戸教授らは、これまで有機ELに関する基礎研究から、応用、実用化研究を行ってきて

おり、これまでもディスプレイや照明用有機ELを開発してきた。また、有機ELの光源とし
ての応用展開も図っており、有機ＥＬでしかできない付加価値の高い用途開拓、実証試験、
試作品製作もすすめてきている。今回の検査機器用有機ＥＬパネルの製品化の意義は有機
ELの市場拡大ばかりでなく、工業製品製造における検査行程を大幅に簡略化できる点で非
常に大きい。 
  
２． 経緯と開発の概要 

 
東北経済産業局 戦略的基盤技術高度化支援事業（サポーティングインダストリー支援

事業）（『外観検査用産業用ロボットを高度化する画像処理組み込みソフトウエアの開発
と事業化』）で、インテリジェント・コスモス研究機構の管理の下、宮城県内のバ
イスリープロジェクツ（検査ソフト）、引地精工（検査ロボット）、東北大学（プログラ
ム開発）で事業を、この３年間推進してきた。このなかで、特殊有機ＥＬパネルの開発と
大きな製品サイズまでの試作が重要な鍵であった。戦略的基盤技術高度化支援事業よりオ
ーガニックライテイングをとうした依頼で、山形大学の城戸教授が特殊有機ＥＬパネルの
開発に着手した。 
先ず平成２２年度に、山形大学にて特殊なスリット状の電極構造を有する最適な素子構

造・発光色での小さいサイズでの有機ＥＬの試作（80x70mm 山形大学）をおこない、この
小さいサイズでの開発と試作、また、実証試験に成功した（平成22年度）。これを城戸教
授が先導し、オーガニックライテイングが関係機関を取りまとめ、山形県産業技術振興機
構 産官学連携有機エレクトロニクス事業化推進センターが大きいサイズでの試作
（145x145mm）と実証（平成23年度）を、東北パイオニアが大きいサイズでの量産ラインで
の製品試作（145x145mm）と実証（平成24年度）を行った。量産ラインで作製された製品サ
イズでの第一段階の実証試験の成功を受けて、バイスリープロジェクツ、引地精工が外観
検査用産業用ロボットとしての市場導入の検討を開始することになった。 
 
３． 今後の予定  

 
１月１６－１８日インターネプコンジャパン（東京ビックサイト）にてバイスリープロ

ジェクツ、引地精工が展示発表する。 
 
 

（お問い合わせ） 

山形大学有機エレクトロニクス研究センター 

研究プロジェクト支援室電話：0238-26-3590 

 



バイスリープロジェクツ株式会社 引地精工株式会社 資料からの抜粋

①

② ④③

①：検査用ロボット全体

②：ロボット／特殊有機ＥＬ
パネル取り付け

③：検査対象部品

④：特殊有機ＥＬパネル

補足資料
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                                   平成２４年１月８日                 

山 形 大 学 

「社会人基礎力をみがく」全体発表会を開催します 

大学1年生から始めます 

「社会人基礎力」とは大学はもちろん社会で活躍するためにも必要な力。 

今年度新たに開設した授業「社会人基礎力をみがく」の成果を発表します。 

 

日時 平成25年1月10日(木)13:00～16:10 

 

会場 山形大学小白川キャンパス基盤教育2号館222教室 

 

主催 「社会人基礎力をみがく」全体発表会実行委員会 

 

内容 「社会人基礎力をみがく」ことを目的として進められてきた７つの 

授業を受講した学生の代表がそれぞれのテーマについて発表を行い 

ます。そのあと、参加者の皆様から投票していただき、7つの中から 

最も優れた発表を決定します。会の運営も学生が主体的に行います。 

 

各クラスのテーマ 

「歴史のうそ？ほんと？を見わけよう 大河ドラマを題材に」 

「展示をつくる 浮世絵の魅力を伝えよう」 

「現代社会について考える」 

「より良い・楽しい大学・大学生活」 

「音速・光速をはかる」 

「日本文化論・日本文学・学力観・メディアリテラシー・大震災と東北」 

「わかりやすいプレゼンテーションとは？ 生命科学」 

 

 （お問合せ先） 

「社会人基礎力をみがく」全体発表会実行委員会 

実行委員長 白幡 瑛 

担当教員  佐藤 琴 

電話番号：023-628-4181 

e-mail：koto-s@kdw.kj.yamagata-u.ac.jp 



 
 

 

 

 
 

 
13:00  

 
 

 
 

koto-s@kdw.kj.yamagata-u.ac.jp 



社会人基礎力をみがく全体発表会 開催のお知らせ 

 

今大学生に求められているもの・・・  

それは社会人基礎力！！！！ 

 

社会人基礎力とは・・・ 

 
 

z この発表会では「社会人基礎力」をテーマとした異なる７つの分野の

発表が聞けます！ 

z そしてあなたの一票で最優秀プレゼンが決まります！！ 
 

開催日時・場所  
 平成 25年 1月 10日（木）13:00～16:10  基盤教育２号館２２２号室 
 

参加方法 
 事前予約不要・当日 13:00までに教室に来ていただければ結構です 
 参加費無料・服装自由・筆記用具持参でお願いします 
 
 

社会人基礎力を開花させるチャンスです！！！ 
 

 
 
 

「職場や地域社会で多様な人々と仕事をしてい

くために必要な基礎的な力」を指します。 

社会人基礎力をみがく全体発表会 開催のお知らせ 



各クラスのテーマ 
 「歴史のうそ？ホント？を見分けよう 大河ドラマを題材に」 

 「展示を作る 浮世絵の魅力を伝えよう」  

「現代社会について考える」 

 「より良い・楽しい・大学生活」  

「音速・光速をはかる」 

 「日本文化論・日本文学・学力観・メディアリテラシー・大震災と東北」 

 「わかりやすいプレゼンテーションとは？ 生命化学」 

 
 

全体発表会当日の日程 

 12:30～13:00 受付 

 13:00～13:10  開会式 

 13:10～15:30  発表 

 15:30～16:10  閉会式・最優秀プレゼンの発表 

 
 

主催・問い合わせ先 

社会人基礎力をみがく全体発表会 実行委員会 

実行委員会 代表 白幡瑛 教員 佐藤琴 
koto-s@kdw.kj.yamagata-u.ac.jp 



 

                                  

プレス通知資料 

 

平成２５年 １月 ８日                 

山 形 大 学 

 

 

平成２５年度大学入試センター試験の取材について 
－ センター試験の円滑な実施にご協力をお願いします。－ 

 

 

 

◇ 大学入試センター試験の取材につきましては、別添「平成２５年度大学入試

センター試験の取材についてのお願い」のとおりとしますので、取材される

場合は期限までに各試験場の連絡先に連絡願います。 

 

◇ 小白川地区試験場での当日の撮影取材に当たっては、次のことについて特に

留意願います。 

 １ １月１９日（土）９時５分からの試験室撮影取材をされる場合は、インフ

ォメーションセンターに８時５５分までにお集まり願います。 

 ２ 車で入構される場合は、南門から入り、所定の報道関係者用駐車場（別紙

小白川地区試験場駐車場配置図を参照してください。）に駐車してくだい。 

   なお、正門は受験生の入構のため、車等の乗り入れは禁止となっておりま

す。 

 

◇ 平成２５年度大学入試センター試験の主な変更点につきましては、別添「平

成２５年度大学入試センター試験の取材についてのお願い」の裏面をご参照

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（お問い合わせ先） 

ｴﾝﾛｰﾙﾒﾝﾄ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部入試課 

   今野 

電話 023(628)4141 



 

平成２５年度大学入試センター試験の取材についてのお願い 
－ センター試験の円滑な実施にご協力をお願いします。－ 

 

                                                                    山  形  大  学   

 

１ 報道関係の窓口 

報道関係者への対応は，本学の試験実施本部の広報担当者が行いますので，試験に関する問い合わせ等に 

ついては，エンロールメント・マネジメント部入試課長（☎ 023-628-4140(直通))へお願いします。 

 

 

２ 試験場での取材 

    試験場での取材は，あらかじめ許可を得てください。 

  取材の際は，各社記者証を提示し，腕章等で報道関係者であることを明示してください。 

 

 

３ 試験室内での撮影 

   試験室内での撮影は，１月１９日（土）のみとし，試験場責任者の指定する職員の立会いのもとで行って 

ください。 

  (1) 大学入試センター試験の撮影については，１月１７日（木）正午（厳守）までに各試験場責任者の了承を

得てください。 

  ・小白川地区試験場責任者  …  小白川キャンパス長 

      （連絡先：小白川キャンパス事務部教務課学務担当    ☎023-628-4405(直通)） 

    ・工学部試験場責任者  …  工学部長 

      （連絡先：工学部入試担当   ☎0238-26-3013(直通)） 

    ・県立鶴岡中央高等学校試験場責任者  …  農学部長 

      （連絡先：農学部学務担当    ☎0235-28-2808(直通)） 

    ・県立新庄神室産業高等学校試験場責任者  …  東北芸術工科大学入試部長 

      （連絡先：東北芸術工科大学入試課長    ☎023-627-2011(直通)） 

  (2) １月１９日（土）は，午前８時５５分まで報道関係者控室等に集合してください。 

  (3) 撮影は，試験場責任者が指定した試験室でのみ許可することとします。 

  (4) 撮影時間は，午前９時５分から１０分以内とします。 

      必ず午前９時１５分には退室してください。 

  (5) 撮影に当たっては，受験者に動揺を与えないよう注意するとともに，試験場責任者の指定する職員の指示

に従ってください。 

  (6) 受験者が特定できるような撮影は，絶対に避けてください。 

(7) 本学が指定する試験室以外の「試験室」及び「試験室のある建物」への立ち入りはできません。 

 

 

４ 障害等のある受験者の取材 

   障害等のある受験者の取材については，あらかじめ本人の了解を得る必要がありますので，試験場責任者の

指示に従ってください。 

 

 

５ 不測の事態発生時の取材について 

    不測の事態が発生して，試験が中止された場合などにおいても，必ず試験場責任者の指定する職員の指示に

従ってください。 

 



 

 

６ 当日の試験実施状況（※）は，以下の時間にエンロールメント・マネジメント部入試課から報道各社へFAX 

送信予定ですので，円滑な試験実施のため，試験時間中の問い合わせはご遠慮ください。 

発表時間はあくまでも予定ですので，あらかじめご了承ください。 

 

区 分 １月１９日（土） １月２０日（日） 

科 目 地理歴史，公民 国語 外国語 
(筆記) 

外国語 
(ﾘｽﾆﾝｸﾞ) 

理科 数学① 数学② 

発表予定 

時間 

13:20 

以降 

16:10 

以降 

18:20 

以降 

13:20 

以降 

16:05 

以降 

（※）志願者数，受験した者の人数，受験しなかった者の人数をお知らせします。 

 

 

７  問題冊子及び科目別正解の発表 

  (1) 問題冊子は，各試験時間終了後に各試験場で配付します。 

  (2) 正解及び配点は，試験終了後，大学入試センターにおいて，大学入試センターのホームページを通じて発

表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 平成２５年度大学入試センター試験の主な変更点 

 １ 問題冊子について  

   地理歴史及び公民の問題冊子は、全ての受験者にパッケージ化された「地理歴史と公民の２冊」を配付

します。 

 ２ 監督要領の改善について 

試験の進行については、これまで監督者の口頭による指示が中心でしたが、今年度は、口頭説明の一

部を問題冊子の表紙等に記載することにより、受験者自身が指示文を読み、確認する方式が導入されま

す。 

なお、「地理歴史、公民」及び「理科」については、問題冊子等の配付、受験者への指示等を慌てる

ことなく、ゆとりを持って確実に行える時間を確保するため、解答開始前の説明時間が５分延長されま

す。 
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プレス通知資料               （概 要） 
                                                           

平成２５年１月８日 
山 形 大 学 

 

１．理学部物質生命化学科 亀田恭男教授、溶液化学研究会学術賞を受賞 

山形大学理学部物質生命化学科亀田恭男教授は、早稲田大学西早稲田キャンパスで 

11 月 12～14 日に開催された第３５回溶液化学シンポジウムにおいて、研究題目「中性子 

回折および偏光 Raman 分光法による複雑な溶液系の構造決定」における顕著な業績を認 

められ、溶液化学研究会（会長：冨永敏弘）より学術賞を授与されました。 

受賞に際し、賞状、記念楯を受けるとともに、学術賞受賞講演を行いました。 

 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

２．つばさプロジェクトシンポジウム「東日本広域「FDネットワーク”つばさ”」の新たな挑戦」の開催 

文部科学省の平成 24年度「大学間連携共同教育推進事業」に、「ＦＤネットワーク”つばさ”」の

プロジェクト「東日本広域の大学間連携による教育の質保証・向上システムの構築」が採択され、

山形大学を中心に、１９の大学等、１４の自治体等が連携して動き出しました。 

本シンポジウムは、基調講演のほか地域と連携した特色ある授業や学生の活動等について、

情報交換をしていきます。 

日時 ： 平成 25 年 1 月 26 日（土） 13:00～17:00 

会場 ： 山形大学理学部 S401 教室（山形市小白川町 1-4-12） 

内容 ： １ 基調講演 13:10～13:50 

      2 話題提供 13:50～15:10 

      3 パネルディスカッション 15:20～17:00 

4 情報交換会 17:00～19:00 

5 参加費： 無料 (※情報交換会のみ、会費 4,000 円） 

  

 〔詳しくは、別添の資料をご覧下さい〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３．大学コンソーシアムやまがた「やまがた夜話」１月の開催案内 

「大学コンソーシアムやまがた」では、山形と映画 ～ 映像から見る山形のこれまで、これから 

～をテーマに、皆様へわかりやすいお話しをしていただいています。 

日 時：各回とも１８：３０～１９：３０まで 

１月１８日（金） ドキュメンタリーって何だ？ドキュメンタリーの原点「極北のナヌーク」上映 

山形国際ドキュメンタリー映画祭事務局 

１月２３日（水） 映像で見る山形のこれまで 山形の記録映像の上映 

加藤 到 氏（ 東北芸術工科大学 教授） 

１月３０日（水） 映像から見るこれからの東北、そして山形 東日本大震災関連映画上映 

高橋 卓也 氏（ 山形国際ドキュメンタリー映画祭 事務局長） 

会 場： ゆうキャンパス・ステーション （山形市：山形むらきさわビル１階） 

対 象： 高校生・学生・一般市民 

定 員： ５０名（参加費は無料） 

 

〔詳しくは、別添の資料をご覧下さい〕 

 



 

                                  

プレス通知資料 

 

平成２５年１月８日                 

山 形 大 学 

理学部物質生命化学科 亀田恭男教授、溶液化学研究会学術賞を受賞 

 山形大学理学部物質生命化学科亀田恭男教授は、早稲田大学西早稲田

キャンパスで11月12～14日に開催された第３５回溶液化学シンポジ

ウムにおいて、研究題目「中性子回折および偏光Raman分光法による複

雑な溶液系の構造決定」における顕著な業績を認められ、溶液化学研究

会（会長：冨永敏弘）より学術賞を授与されました。 

 受賞に際し、賞状、記念楯を受けるとともに、学術賞受賞講演を行い

ました。 

 

第３５回溶液化学シンポジウム（早稲田大学）授賞式にて。左より冨永敏弘会長、

亀田恭男（学術賞）、神崎亮（奨励賞）、横川大輔（奨励賞）。 

 

 

 

 

 

 

 

（お問合せ先） 

  山形大学理学部 

物質生命化学科   

亀田恭男 

電話 

023-628-4581 
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023-628-4842  FAX:023-628-4820 

E-mail:unicon@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 
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